
治
舌
腫
強
諸
方
と
並
ん
で
治
木
舌
諸
方
が
あ
る
が
、
木
舌
は
舌
腫
強

と
本
質
的
に
同
じ
疾
病
な
の
で
『
聖
済
総
録
』
で
は
木
舌
を
舌
腫
強

の
中
に
包
含
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
疾
病
の
分
類
と
解
説
は
概
ね
『
病
源
』
に
基
づ
い
て
い

る
が
、
一
般
に
説
明
は
『
病
源
』
よ
り
詳
細
で
あ
る
。
な
お
『
病
源
』

唇
口
諸
病
中
の
唇
口
面
皷
候
・
兎
訣
候
・
害
吃
候
・
懸
羅
候
・
咽
喉

垂
倒
候
・
失
欠
頷
車
蹉
候
・
数
欠
候
・
失
枕
候
に
つ
い
て
は
こ
こ
で

は
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
懸
懸
候
は
咽
喉
門
の
中
に
入
れ
ら

れ
て
い
る
。

上
述
の
よ
う
に
『
聖
済
総
録
』
の
編
者
は
口
腔
軟
組
織
疾
患
の
分

類
に
あ
た
り
、
疾
病
の
範
囲
を
限
定
し
、
『
病
源
』
を
基
礎
と
し
な

が
ら
『
病
源
』
の
不
備
を
補
い
、
臓
脈
経
絡
の
陰
陽
虚
実
を
明
確
に

し
て
、
よ
り
合
理
的
な
分
類
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
宋
初

の
『
太
平
聖
恵
方
』
に
お
け
る
分
類
と
病
理
論
が
殆
ど
『
病
源
』
の

模
倣
で
あ
る
の
に
比
較
す
れ
ば
、
『
聖
済
総
録
』
で
は
模
倣
に
陥
ら

ず
、
内
経
医
学
の
基
礎
の
上
に
立
っ
た
独
自
の
分
類
が
な
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
文
献
研
究
室
）

『
飲
膳
正
要
』
三
巻
は
、
元
の
忽
思
言
ら
の
撰
に
な
る
食
養
・
養

生
・
本
草
書
で
あ
る
。
忽
思
慧
の
伝
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
巻
首
に

付
さ
れ
た
元
の
文
宗
ト
ク
・
チ
ム
ー
ル
宛
の
進
表
に
よ
る
と
、
思
慧

は
当
時
飲
膳
太
医
の
職
に
あ
っ
て
、
天
暦
三
年
（
一
三
三
○
）
三
月

三
日
に
本
書
を
進
上
し
た
。
飲
膳
太
医
と
は
世
宗
フ
ビ
ラ
イ
の
設
け

た
元
代
特
有
の
官
職
で
、
定
員
四
名
、
宮
中
の
飲
食
事
を
司
る
。
思

慧
は
延
祐
年
間
（
一
三
一
四
’
二
○
）
に
こ
の
官
に
補
任
さ
れ
、
そ

の
恩
に
応
え
る
た
め
、
趙
国
公
の
常
普
蘭
笑
と
と
も
に
料
理
の
研
究

を
重
ね
、
種
食
の
資
料
を
参
考
に
集
成
し
て
本
書
を
編
墓
し
た
と
い

毒
〔
ノ
Ｏ

本
書
は
元
朝
に
お
い
て
は
出
版
さ
れ
ず
、
明
の
景
泰
七
年
（
一
四

五
六
）
、
勅
命
に
よ
り
代
宗
の
御
製
序
を
付
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
清

『
飲
膳
正
要
』
に
関
す
る
考
察

ｌ
聚
珍
異
饅
を
中
心
と
し
て
Ｉ

加
藤
伊
都
子
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の
窪
鑪
『
鉄
琴
銅
剣
楼
蔵
書
目
録
』
に
は
代
宗
御
製
序
を
付
す
勅
版

本
が
記
録
さ
れ
る
が
、
同
序
を
欠
く
同
版
本
が
我
国
の
静
嘉
堂
文
庫

に
存
在
し
、
か
つ
て
『
四
部
叢
刊
続
編
』
に
影
印
収
録
さ
れ
、
通
行

本
の
祖
本
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
書
は
我
国
江
戸
時
代
に
は
幕
末
の

『
医
籍
考
』
（
食
治
の
部
）
や
『
経
籍
訪
古
志
』
（
本
草
の
部
）
に
著

録
さ
れ
る
の
み
で
、
世
に
広
く
は
知
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て

ま
と
ま
っ
た
研
究
は
従
来
な
い
。
近
く
に
至
り
篠
田
統
氏
の
総
説
的

研
究
（
一
九
六
七
）
お
よ
び
北
村
四
郎
氏
の
植
物
同
定
に
関
す
る
研

究
（
一
九
六
九
）
が
あ
る
。

い
ま
全
三
巻
に
わ
た
る
概
要
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

巻
一
・
首
に
「
三
皇
聖
紀
」
そ
し
て
「
養
生
避
忌
」
「
妊
娠
食
忌
」

「
乳
母
食
忌
」
「
飲
酒
避
忌
」
の
各
養
生
総
論
篇
が
あ
り
、
つ
い
で

「
聚
珍
異
餓
」
の
タ
イ
ト
ル
で
九
五
種
の
料
理
法
が
記
し
て
あ
る
。

巻
二
・
首
に
「
諸
般
湯
煎
」
と
題
す
る
五
六
種
の
薬
用
剤
の
製

法
、
そ
し
て
「
諸
水
」
「
神
仙
服
食
（
二
五
種
）
」
「
四
時
所
宜
」
「
五

味
偏
走
」
、
つ
い
で
「
食
療
諸
病
」
と
題
す
る
治
療
食
の
作
り
方
・

効
用
を
記
し
、
さ
ら
に
「
服
薬
食
忌
」
「
食
物
利
害
」
「
食
物
相
反
」

「
食
物
中
毒
」
「
禽
獣
変
異
」
の
各
項
目
に
つ
い
て
記
述
が
あ
る
。

巻
三
・
本
草
部
。
従
来
の
本
草
書
を
参
考
に
、
米
穀
品
（
三
○

種
・
酒
一
三
種
）
・
獣
品
（
二
二
種
）
・
禽
品
（
一
七
種
）
・
魚
品
（
二

二
種
）
・
果
品
（
三
九
種
）
・
菜
品
（
四
六
種
）
・
料
物
（
二
九
種
）

を
収
載
し
、
図
を
加
え
て
い
る
。

以
下
、
本
報
で
は
と
く
に
巻
一
の
「
聚
珍
異
撰
」
を
組
成
す
る
食

材
料
の
解
析
、
お
よ
び
そ
れ
と
巻
三
本
草
部
収
載
品
と
の
関
連
に
つ

い
て
初
歩
的
な
考
察
を
試
み
る
。

「
聚
珍
異
撰
」
に
は
馬
思
苔
吉
湯
か
ら
は
じ
ま
り
米
恰
詔
関
列
孫

に
終
る
計
九
五
品
の
、
文
字
ど
お
り
珍
美
な
料
理
の
数
々
が
並
べ
て

あ
る
。
こ
れ
は
当
時
漢
民
族
を
支
配
下
に
置
い
た
征
服
王
朝
元
朝
の

貴
人
達
の
嗜
好
を
示
す
も
の
で
、
モ
ン
ゴ
ル
族
の
食
風
俗
を
知
る
う

え
で
の
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。

九
五
品
の
料
理
を
組
成
す
る
食
材
料
の
数
は
、
お
よ
そ
一
○
八
種

で
あ
る
。
主
材
料
、
香
料
、
調
味
料
の
別
を
と
わ
ず
そ
の
頻
用
回
数

の
多
い
順
に
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

塩
的
七
八
回
。
羊
肉
邸
五
三
回
。
葱
函
五
二
回
。
酢
如
四
三
回
。

生
薑
（
生
薑
汁
・
薑
末
）
銀
四
二
回
。
草
果
二
一
三
回
。
胡
椒
二
一

五
回
。
羊
尾
子
二
七
回
。
豆
粉
二
六
回
。
回
々
豆
子
”
一
五

回
。
陳
皮
二
四
回
。
莞
菜
葉
《
一
二
回
。
蘇
菰
二
三
回
。
難
子

韓
一
二
回
。
醤
“
一
○
回
。
唱
夫
藺
岨
九
回
。
吟
音
泥
（
阿
魏
）
”
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九
回
。
糟
薑
皿
九
回
。
薙
萄
”
九
回
。
羊
脂
即
八
回
。
羊
肺
》
八

回
。
羊
肚
餉
八
回
。
良
薑
恥
八
回
。
七
回
以
下
は
紙
幅
の
関
係
で
割

愛
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
こ
れ
だ
け
ぷ
て
も
、
も
と
北
方
の
大
草
原

を
背
景
に
生
活
し
た
遊
牧
民
族
の
食
文
化
が
う
か
が
え
よ
う
。
と
り

わ
け
目
立
つ
の
は
羊
に
由
来
す
る
材
料
の
多
い
こ
と
で
あ
る
。
羊

肉
・
羊
尾
子
・
羊
肚
・
羊
肺
か
羊
胸
子
・
羊
腰
子
・
羊
舌
・
羊
頭
。

羊
肝
。
羊
心
・
羊
血
・
羊
苦
腸
・
羊
腱
子
・
羊
皮
・
羊
肋
枝
・
羊
蹄

な
ど
合
わ
せ
れ
ば
の
べ
一
二
○
回
、
七
七
品
目
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、
獣
で
は
鹿
・
狼
・
熊
・
馬
・
牛
な
ど
が
用
い
ら
れ
る
が
、

稀
で
あ
る
。
動
物
性
食
品
で
羊
に
次
ぐ
の
は
難
子
で
あ
る
。
米
穀
品

で
は
、
塩
（
こ
れ
は
巻
三
本
草
部
で
米
穀
品
と
な
っ
て
い
る
）
、
及

び
酷
・
醤
を
除
く
と
、
豆
粉
・
回
を
豆
子
・
香
梗
米
・
梁
米
・
麺
の

順
に
多
用
さ
れ
る
。
巻
三
本
草
部
で
料
物
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で

は
、
生
薑
類
が
群
を
抜
い
て
頻
用
さ
れ
る
。
草
果
・
胡
椒
・
陳
皮
な

ど
も
多
く
の
料
理
に
用
い
ら
れ
る
。
菜
品
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で

は
、
葱
が
半
数
以
上
の
料
理
に
用
い
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
、
完
委

葉
・
茜
菰
・
悪
萄
・
胡
薙
萄
・
山
薬
・
芥
末
・
香
菜
・
蓼
子
・
韮
菜

な
ど
が
こ
れ
に
次
ぐ
。

巻
三
の
本
草
部
は
、

巻
二
ま
で
に
出
て
く
る
料
理
・
薬
膳
・
薬
方

の
材
料
説
明
を
目
的
に
編
集
、
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
前

者
（
巻
一
・
二
）
に
あ
っ
て
後
者
（
巻
三
）
に
な
い
も
の
、
逆
に
後

者
に
あ
っ
て
前
者
に
な
い
も
の
な
ど
、
互
い
に
出
入
が
あ
る
。
巻
三

に
は
従
来
の
本
草
害
に
見
え
な
い
新
収
品
も
あ
る
が
、
全
体
的
に
従

来
の
本
草
言
の
記
載
を
踏
襲
し
た
文
章
が
多
く
あ
り
、
「
聚
珍
異
饒
」

が
完
全
に
モ
ン
、
コ
ル
族
特
有
の
も
の
と
い
え
る
の
に
対
し
、
本
草
部

は
宋
代
の
影
響
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
文
献
研
究
室
）
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